
 

大きなプレッシャーをはね除け、前人未踏の３連覇を飾っ

たサッカー男子・日本代表。ここでは全スタッフ紹介と共

に、大会を通じてのＭＶＰを本誌が勝手に選出！10日間と

いう短期間の大会に、ターンオーバー制を用いた乾戦術の

中で、見事ＭＶＰを獲得したのは、ＭＦながら堂々の６ゴ

ールをマークし攻撃の軸として大車輪の活躍を見せた藤

本淳吾（筑波大学）で決まり！ 

◆柳楽雅幸＜横浜マリノス＞

①昭和３３年４月２５日 

②１８９cm・９５kg 

③上級コーチ 

④メンタル面から技術面まで

ＧＫをサポートし続けた。 

◆ＧＫコーチ◆

◆松本直也＜桃山学院大学＞

①昭和４６年７月１８日 

②１７４cm・７１kg 

③上級コーチ 

④時に優しく、時に厳しくチ

ームにメリハリをつけた。 

◆コーチ◆ 
◆乾 真寛＜福岡大学＞

①昭和５５年５月２２日

②１７３cm・７１kg 

③監督 

④３連覇を成し遂げた名

将。選手の信頼も厚い。

◆監督◆ 

◆宮崎純一＜青山学院大学＞

①昭和３８年８月２４日 

②１６８cm・７５kg 

③上級コーチ 

④独自の練習方法を取り入れ

チームに活力を与えた。 

◆総務◆ 

◆トレーナー◆
◆徳山真也＜小守スポーツマッサージ療院＞

①昭和３９年８月２０日 

②１７３cm・７８kg 

③トレーナー 

④選手の体調を管理し選手を

大きな怪我なく優勝させた。

◆通訳◆
◆オルハン・ボゾクル 

①不明 

②不明 

③現地通訳 

④熱き日本魂を持ったトルコ

人。チームのムードメーカー。

◆森 孝久＜松山十字病院＞

①昭和３８年７月１６日 

②１７８cm・８５kg 

③ドクター 

④的確かつ迅速な対応で選手

をケアした。 

◆ドクター◆

あかほし たく／福大大壕高

校出身②９０分③― 

■安定したセーブで開幕戦の

勝利をもたらした。 

いいづか わたる／静岡学園

高校出身②０分③― 

■出場は無いがのレギュラー

とも遜色ないスキルの持ち主 

かなざわ ひろまさ／藤枝東高

校出身②１５５分③１アシスト

■アイルランド戦では相手の背

後を上手くつき勝利に貢献。 

たかはし だいすけ／柳川高

校出身②９２分③― 

■常にゴールを意識したプレ

ーで持ち味を出した。 

つじお しんじ／初

芝橋本高校出身②２

３７分③１アシスト

■決勝トーナメント

に入り、調子を上げ

てきた辻尾は、持ち

前にスピード豊かな

ドリブルで相手を翻

弄した。 

ふじもと じゅんご／桐光

学園高校出身②４３８分③

６ゴール 

■大会前の練習では足の指

の怪我でコンディションが

心配されたが、そこは日本

の No.10。６ゴールで大会

のＭＶＰに選出！！ 

まき ゆうき／国

見高校出身②２１

９分③― 

■お馴染みの前線

からのプレスはも

ちろん、高さを活か

し攻撃の起点とな

った。

こまつ るい／高知追手前学

院高校出身②２４３分③２ゴ

ール１アシスト 

■長身ながら足下の巧さを兼

ね揃えた日本版Ｐ・クラウチ。

決勝は２ゴールと爆発した。 


